
 

平成音楽大学開学 15周年記念・学園創立 45周年記念プレイベント 

 ピア・デ・ムジーク 東日本大震災復興支援コンサートシリーズ ＃3 

 光永育と仲間たちによるチャリティーコンサート 

  

音 の 雫 
２０１5年１０月４日（日） 午後 2：00 開場／午後 2：30 開演 
 

会場 ／ 平成音楽大学サテライトステージ 

主催 ／ ピア･デ･ムジーク 

後援 ／ 平成音楽大学・響和会(平成音楽大学・熊本音楽短期大学同窓会)  
熊本県文化協会・熊本日日新聞社 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごあいさつ 

 

本日は、ピア・デ・ムジーク 東日本大震災復興支援チャリティーコンサートにご来場

いただき、誠にありがとうございます。｢私たちの音楽の絆を届けよう。｣という思い

で、２０１２年１２月に始めた東日本大震災復興支援チャリティーコンサートも３回目となり

ました。皆様の温かいご支援、ご協力をいただきながら、毎回が、かけがえのない会に

なっておりますことを心より感謝申し上げます。 

 

今年もまた３月１１日を迎え、改めて音楽を通じて復興支援を続けることが使命では

ないかと強く感じております。震災から丸四年が経ち、被災者の方々は、当初とはまた

違う辛さに悩まされているそうで、ほんの少しでもその助けになることが私どもの願

いです。 

 

｢収穫には立ち会えないかもしれないが、できる限り多くの種を播こう｣という小説

の一文を心の支えに生徒さん方と向き合い、音楽の素晴らしさ、楽しみ、苦しみを共有

して参りました。今回の演奏会は、平成音楽大学開学１５周年を記念して、平成音楽大学

の前身である熊本音楽短期大学と、平成音楽大学の卒業生によるホームカミングコン

サートで、それぞれ、演奏家、教育者、指導者として、日々研鑽を積んでいるメンバー

です。 

 

 私どもに演奏の場をいただき、ご来場いただきました皆様と感動を分かち合い、 

その「絆」を復興支援に結びつけることができれば、幸いに存じます。 

 

平成 ２７年 １０月 ４日 

ピア・デ・ムジーク代表 

光永 育 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンフォニエッタ Ｏｐ.４９ 第１楽章 ／ Ｎ.カプースチン 
４手 によるフーガ へ長 調  ／ 光永 浩一郎 
肥後手まり歌によるカプリチオ ／ 光永 浩一郎 

光永 育＆吉良 千波(連弾) 
 

 
「ルノワールの１５の子どもの肖像」より ／ J.フランセ 

シャンパルティエの子供たち 
花束を持つ少女 
ブルターニュの娘 
梳る娘 
ルクサンブル公園にて～ 

渋谷 和美＆猿渡 幸(連弾)  
 

 
シャクナンガンピ 
Ｆ ｏ ｌ ｌ ｏｗ  ｍ ｅ ! ／ Les Frères 

深堀 千明＆大塚 知世 (連弾) 
 
 
 

～ 休 憩 ～ 
 

 
 
グランド･デュオ･コンチェルタント Ｏｐ.４８ 第３楽章  ／ Ｃ.ウェーバー 

岩瀬 里佳(クラリネット) 
 ピアノ 光永 育 

  

 
クレオール風舞曲の組曲 Ｏｐ.１５ ／ A.ヒナステラ 

大城 千夏(ピアノ)  
 

 
風の子供 ／ 中田 喜直  
「ファウスト」より トゥレの王～宝石の歌 ／ Ｃ.グノ― 

伊東 紗斗子(ソプラノ) 
ピアノ 光永 育  

  

 
２４の前奏曲 Op.11 より No.１ ，３ ，７ ，１１ ，１４ 
ピアノソナタ 第４番 嬰へ長調 Ｏｐ.３０ ／ A.スクリャービン 

鶴山 香奈子(ピアノ) 
 

 
 

花は咲く ／ 菅野 よう子 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

光 永  育  （ピアノ） 

熊本県立済々黌高等学校卒業。国立音楽大学ピアノ科を経て、同大学院修了。在学中
に奨学金を得て、モーツァルテウム音楽院夏期アカデミー受講。１９９６年、ソロリサイタ
ル、１９９７、１９９９年東京と熊本にてジョイントリサイタル。２０００年より光永浩一郎氏と
ピアノ連弾を組み、ピアソラから入ったブラジル音楽界の黒幕と呼ばれるニャタリに
傾倒し、２００７年１月２６日オクタヴィアレコードより、「ハダメス・ニャタリ生誕１００周年記
念ピアノ作品集・ブラジリアーナ第８番(演奏編曲：光永浩一郎・光永育)」を発売。「レコ
ード芸術」(音楽友之社)の特選盤になるという快挙を成し遂げ、同年７月、「ヴィラ= 
ロボス生誕１２０周年記念コンサート」（東京・池袋)に招待され演奏する。２００９年３月、赤
十字チャリティーコンサートｉｎ熊本にて、レクロオーケストラとモーツァルトの２台ピアノ
のための協奏曲を演奏し、好評を得る。東日本大震災復興支援コンサート２０１２年１２月
「２台のピアノコンサート」、２０１４年６月「音の雫」開催。現在、平成音楽大学ピアノ講師
を務め、「音楽を通じて沢山の方々と感動を分かち合いたい。」という思いで活動中。 
 
 

吉良  千波  （ピアノ） 

熊本音楽短期大学(現・平成音楽大学)音楽科器楽専攻（ピアノ）卒業。同大学専攻科
修了。同大学研究生修学。大学在学中、オーストリアにて音楽セミナーに参加し、選抜
者による修了演奏会に出演。１９９５年、東京にてジョイントコンサートに出演。第３２回
熊本県新人演奏会に出演。１９９６年、ルーマニアにてルーマニア国立ディヌ・リパッテ
ィ交響楽団とリストのピアノ協奏曲を協演。２００６年、熊本にて九州交響楽団メンバー
による室内管弦楽団とモーツァルトのピアノ協奏曲を協演。２００７年、“伝説の名器 
「ホロヴィッツのピアノ」が奏でるコンサート”に出演。１９９３年、９４年、９８年、２００１年、０９年
に熊本にてジョイントコンサートに出演。また、リサイタル、コンサート、オペラ、ミュージ
カル等の伴奏ピアニストとしても活動している。２０１４年にはＮＨＫ全国学校音楽コンク
ール(東京・ＮＨＫホール)で山鹿市立山鹿小学校(銀賞)を伴奏。地域の子供たちとの音
楽交流も楽しんでいる。高島真子、土橋恵子、川口みさき、大津山佳子、村上弦一郎、
菅野洋子の各氏に師事。現在、平成音楽大学講師。菊池女子高等学校非常勤講師。 
熊本県文化懇話会会員。社団法人全日本ピアノ指導者協会(ＰＴＮＡ)正会員。 
 

 
 

 

 
 

 

渋谷  和美  （ピアノ ２４期生） 

熊本県立西高等学校卒業。熊本音楽短期大学(現・平成音楽大学)音楽科器楽専攻 
(ピアノ)卒業。ギャラリーコンサート出演。これまでに園田淳子、平田康一、光永育の 
各氏に師事。カワイ音楽教室講師を経て、現在、ピアノハープ社講師。伴奏、慰問コン
サート等の演奏活動や後進の指導にあたる。 
 

猿 渡  幸  （ピアノ） 

尚絅高等学校卒業。大分県立芸術文化短期大学音楽科器楽専攻卒業。大分県立 
芸術文化短期大学卒業演奏会、第４０回熊本県新人演奏会出演。第１０回日本クラ 
シック音楽コンクール好演賞受賞。２００１年、フランス・ニース国際アカデミー受講 
(ミシェル·ベロフ氏に師事)、ディプロム取得。これまでに柿野邦子、内田和子、 
仲ひろみ、明石千雅子、末松教子、光永育の各氏に師事。２００１年、パニス·アンジェリ
クスを結成し、チャリティーコンサート等の演奏活動を行ってきた。ヤマハシステム 
講師を経て独立。現在、「みゆき音楽教室」を主宰。その他、２００９年、光永育氏と連弾
(ママズピピアーノ)を結成し、学校や幼稚園等でボランティア活動、チャペル等での
ブライダル演奏も行っている。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

深堀  千明  （ピアノ 平成６期生） 

熊本学園大学付属高等学校卒業。平成音楽大学音楽学部音楽療法コース卒業。 
平成音楽大学専攻科（ピアノ）修了。高校在学中、八代青少年音楽コンクールピアノ
部門入賞。リトミック研究センター指導資格上級取得。ピアノを合志知子、光永育の
各氏に師事。保育園の音楽講師を経て、現在は嘉島町にてトーンチャイム指導、 
熊本市現代美術館にてピアノ演奏ボランティアなどで活動を行いながら、後進の
指導にあたっている。  

 

大塚  知世  （ピアノ 平成６期生） 

大分県立竹田高等学校卒業。平成音楽大学音楽学部音楽療法コース卒業。 
ピアノを竹下千晴氏に師事。日本音楽療法学会認定資格取得。卒業後は医療法人 
社団坂梨会阿蘇温泉病院へ入職し、現在、常勤音楽療法士として働いている。 
また、在学中より、ＮＰＯ法人や地域の市主催の子ども向け催し物でボランティア演奏
を行っている。 

 

岩瀬  里佳  （クラリネット ２５期生） 

白百合学園高等学校卒業。熊本音楽短期大学(現・平成音楽大学)音楽科器楽 
専攻(クラリネット)卒業。第３８回熊本県新人演奏会出演。クラリネットを山田隆彦、 
古澤嗣佳子の各氏に師事。現在、熊本クラリネット協会、熊本交響楽団団員。 
 

 
 

 

 

大城  千夏  （ピアノ ２７期生） 

沖縄県立首里高等学校卒業。熊本音楽短期大学(現・平成音楽大学)音楽科 
器楽専攻(ピアノ)卒業。同大学専攻科修了。同大学研究生修学。同大学卒業演奏 
会に出演。八代青少年音楽コンクール金賞受賞。第５回ヨーロッパ国際ピアノコンクー
ルｉｎＪａｐａｎ全国大会ディプロマ賞受賞。これまでに、糸数ひとみ、故中島政裕、 
故市田儀一郎、光永育、稲原桂子、杉谷昭子の各氏に師事。現在、有明楽器ピアノ 
講師。合唱団アルビレオ、ＪＢクリスタル合唱団ピアニスト。 
 
 

 

伊東 紗斗子  （ソプラノ ２４期生） 

大分県立竹田高等学校卒業。熊本音楽短期大学(現・平成音楽大学)音楽科声楽 
専攻卒業。同大学専攻科修了。同大学卒業演奏会及び修了演奏会に出演。 
在学中、同大学主催モーツァルトホールコンサートに出演、カーネギーホール公演
参加。二期会オペラ研修所第５２期修了。第１１回八代青少年音楽コンクール声楽 
部門金賞受賞。第３９回熊本県新人演奏会オーディションに合格、同演奏会出演。 
これまでに、宮本修、宮田武久、村田健司、太田朋子、大島幾雄の各氏に師事。 
アトリエ・デュ・シャン主催 アールリリック フランスオペラの夕べでオペラ「ラクメ」
ラクメで出演。その他にサロンコンサートや教会コンサート、チャリティーコンサート
など多数出演。東京二期会準会員。音楽教室主宰。 
 
 

 

 

 

鶴山 香奈子  （ピアノ ２８期生） 

熊本県立第一高等学校卒業。熊本音楽短期大学(現・平成音楽大学)音楽科器楽専攻
(ピアノ)卒業。同大学専攻科修了。同大学卒業演奏会及び専攻科修了演奏会に出演。
平成音楽大学Ｍ.Ｐ.Ｃ.(ミュージックプロフェッショナルコース)修了（２００３年、２００５年）。 
第１５回八代青少年音楽コンクールピアノ部門大学生の部金賞受賞。第４回九州音楽コン
クールピアノ部門大学生クラス金賞及び最優秀賞受賞。同コンクール受賞者記念コンサ
ートに出演。第７回横浜国際音楽コンクールアンサンブル部門２台ピアノの部本選出場。
２０１４年、響和会熊本県支部主催、第６回フレッシュコンサートに出演。これまでに、 
光永育、故市田儀一郎、光永浩一郎の各氏に師事。在学中、原田吉雄氏の特別レッスン
を受講。現在、県内外におけるコンサートやコンクール等の伴奏の他、熊本、島原にてブ
ライダル演奏をしながら、(株)大谷楽器店、自宅ピアノ教室にて後進の指導にあたる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンフォニエッタ Ｏｐ.４９ 第１楽章 「オーヴァーチュア（序曲）」 ／ Ｎ.カプースチン 
 

ニコライ・カプースチンは１９３７年にウクライナで生まれ、モスクワ音楽院を卒業。クラシック音楽とジャズのセンスの融合は素晴

らしく、魅力にあふれている。１９８０年代にラジオのためのジャズオーケストラで演奏される予定の作品だったが、実際に演奏され
る見通しがたたなくなったため連弾用に書き換えられた。曲はとても喜びに満ちたエネルギッシュな曲想をもっている。 

        （解説：光永育） 
 

 
  ４手連弾のための小フーガ へ長調 ／ 光永 浩一郎 

 
学生時代フーガが苦手だったことを反省しつつ Fugue d‘écoleの形式で書いた規模の小さなフーガ。今回は、１５年前の書式

に不甲斐なさを覚えつつ改訂した版による再演。フーガを書くとき、聖書のアダムとイヴの逸話を思う。なぜならその形式は、進
化し成長を続ける社会の営みのように思えるからだ。  

 
 

肥後手まり歌によるカプリチオ ／ 光永 浩一郎 
 

ハーモニカ奏者ＳＨＩＭＡ氏のＣＤ「ＳＨＩＭＡ・クロマチック！」に収録された作品を、ピアノ連弾に編曲。 

熊本の城下で手まり遊びをする子どもたち。そこへ若殿様が登場して、一緒に仲間に入ります。実はお殿様は見識を広めるた
めにご城下におりてこられたのです。子どもたちは皆、上手に手まりを操っていますが、中には皆についてこられずに、手まりを
転がしてばかりの子もいます。そんな子どもに殿様はゆっくりと調子をとって、てほどきして差し上げるのでした。おかげでその子
も他の子と同じくらいうまくなってきたようです。そこで、誰が一番うまく手まりがつけるか競争が始まりました。お殿様も教えた
手前意地になって頑張りますが…                                （解説：光永浩一郎） 
  
 

★ 光永 浩一郎 ★ 
東京芸術大学附属高校を経て、東京芸術大学作曲科を卒業、同大学院修了。これまでに編曲者、ピアノ奏者としても活動し、映画音楽や演劇、パフ
ォーマンスとのコラボレーションも行う。２０１１年文化庁発信事業熊本県芸術文化祭オープニングステージにて「水のカンタータ"調和の霊感"～混声
合唱、邦楽アンサンブル、オンド・マルトノを含むオーケストラのための合奏協奏曲」を初演し、高く評価され、熊本県文化懇話会新人賞を受賞。２０１４
年６月に左手のピアニスト舘野泉氏のために書き下ろした「サムライ」のＣＤと同年９月に楽譜が発売。現代音楽に秘められた新たな可能性を信じ、
音楽という豊穣な漁場から自分の信じる音を見出だす事を願いつつ、地域に根ざした音楽が創造される事を目標として活動を行っている。 

 
 
 
 

 
 

 

ルノワールの１５の子どもの肖像 ／ J.フランセ 
～ シャンパルティエの子供たち ・ 花束を持つ少女 ・ ブルターニュの娘 ・ 梳る娘 ・ ルクサンブル公園にて ～ 

 
ジャン・フランセ（１９１２～１９９７）が、フランスの印象派の画家であるオーギュスト・ルノワール(１８４１～１９１９)の絵画から受けた印象

を音にした作品。可愛いらしい子どもの描かれたルノワールの１５枚の肖像画に寄せたピアノ連弾曲である。  （解説：渋谷和美） 
 
 
 
 
 
 

 

シャクナンガンピ ／ Les Frères 
 

２００２年から活動している兄弟ピアノデュオ、Les Frères のオリジナル楽曲。作曲は弟の斎藤圭土。シャクナンガンピとは、 

屋久島の固有種で標高の高い場所にしか生育しない沈丁花の仲間。哀愁漂うバラードから始まり、テンポが変化した後、多彩な 
リズムと美しいメロディーで展開されていく様は、過酷な環境で力強く生きていく可憐な花が表現されているように感じられる。
Les Frères の楽曲の中でも特に人気のある作品である。 
 

 

F o l l o w  m e ! ／ Les Frères 
 

Les Frères のオリジナル楽曲で、シャクナンガンピと同じ２０１１年に発表されたアルバムに収録されている。作曲は、兄・斎藤守也。
彼らのプレイスタイルの呼称であるキャトルマン(フランス語で４本の手)スタイルを駆使した、曲名の通り疾走感のある曲。ユニゾ
ンから始まり、ブギ・ウギの要素をふんだんに使ったリズムから、音楽の楽しさを感じさせてくれる。このエネルギーに溢れた楽曲
は、途中、プリモとセコンドで手を交差させて演奏する場面があり、聴覚だけでなく視覚的にも楽しむことができる。 

          （解説：深堀千明） 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

グランド･デュオ･コンチェルタント Ｏｐ.４８ 第３楽章 ／ Ｃ.ウェーバー 
 

ウェーバー（１７８６～１８２６）は、友人で１９世紀の名クラリネット奏者ベールマンに触発されて多くの画期的なクラリネットの名曲

を残している。３曲のオーケストラとの協奏曲を始め、弦楽四重奏とのクラリネット五重奏、そしてピアノとの曲が５曲ある。どれも
それまでの管楽器には見られないほど技巧的で幅広い音域を使った曲ばかりだ。その意味ではクラリネットの新しい可能性を大
きく広げた作曲家である。この曲は、グランドデュオコンチェルタントともよばれ、クラリネット奏者には避けては通れないクラリネ
ットの魅力を最大限に引き出した名曲である。古典的な雰囲気を残す快活な一楽章、憂いのあるドラマチックな二楽章、自由自在
に動き回る三楽章で構成され、クラリネットとピアノとの絶妙な掛け合いが美しい響きと切なさ、爽快感、さまざまなものを感じさ
せる曲だ。                                           （解説：岩瀬里佳） 

 
 
 
 
 

クレオール風舞曲の組曲 Ｏｐ.１５ ／ A.ヒナステラ
 

ヒナステラ（１９１６～１９８３）はアルゼンチンの作曲家で、独特の作風で人気を集めている。この作品は５曲＋コーダから成る組
曲。現代的な和声や野性味溢れるリズム、甘美に歌われるメロディーなど表情を変えながら各曲の境目が切れ目なく演奏され
る。全体が繋がっているので全曲通して演奏されるべき作品である。                  （解説：大城千夏） 

 
 
 
 
 

風 の子 供 ／ 中 田 喜 直 
 

歌曲集「六つの子供の歌」の中の一曲。詩は１９２７年出版の「小学生全集、日本童謡集」という中田喜直の少年時代からの愛読

書から選ばれた。風の子供は竹久夢二作詞である。 
 
 

「ファウスト」よりトゥレの王～宝石の歌 ／ Ｃ.グノ― 
 

このオペラはドイツの文豪ゲーテの「ファウスト第一部」を元に作曲された。悪魔メフィストフェレスに魂を売って若さを手に入れ
たファウストと無垢なマルグリートの恋と悲劇の物語である。 第三幕、マルグリートは「トゥレの王」を口ずさみながら糸を紡ぎ始
めるが、ファウストのことを思い出すたびに手が止まってしまう。気分転換しようとした途端、メフィストフェレスが置いた宝箱を見
つけ、思わず宝石を身につけて歌い出す。                            （解説：伊東紗斗子） 

 
 
 
 
 
 

２４の前奏曲Ｏｐ.１１より No.１, ３, ７, １１, １４ ／ A.スクリャービン 
 

スクリャービン（１８７２～１９１５）は、ロシアの作曲家、ピアニスト。ショパンらの影響を伺わせる後期ロマン派的な作風（～Ｏｐ.２９）
から、より独創的な中期の作風（Ｏｐ.３０～５７）へ、そして後期（Ｏｐ.５８～７４）の作品では、ある音組織から和声と旋律の双方を紡
ぎだしてゆく手法がとられる。この曲は、ショパンの２４の前奏曲(Ｏｐ.２８)に倣って作曲された初期の作品である。 

第 1 番 ★ ５連音符の３つ目が拍頭にくるクロスフレーズが用いられ、ハーモニーの変化によって押し進むように書かれている。 
第 3 番 ★ ２対３や３対４のクロスリズムによって書かれたこの曲は、両手ともに、うねるような動きが特徴的である。 
第 7 番 ★ 優雅で流麗なメロディー、川のせせらぎのような内声、左手の大跳躍するオクターブなど３つの声部で書かれている。 

第１１番 ★ ショパンを思わせる甘美な曲想で、スクリャービンの前奏曲の中でも最もロマン派的な作品のひとつ。 
第１４番 ★ ８分の１５拍子のこの曲は、不規則な拍子を基に、オクターブや激しい和音で織り成すドラマティックでアグレッシブな曲。 

 
 

 

  ピアノソナタ 第４番 嬰へ長調 Op.３０  ／ A.スクリャービン
 

スクリャービン独自のスタイルが確立されてゆく、中期の始まりを告げるソナタ。 

第１楽章 ★ 開始部の天上的な静けさは、「彼方の星が放つ美しく優しい輝きである」と後にスクリャービン自身が詩に付している。こ
の主題が、そうした煌めきを思わせる装飾を加えられて繰り返され、第２楽章の動機にもとづく推移的なフレーズが切
れ目なく次の楽章へと橋渡しをしている。 

第２楽章 ★ 第１楽章の静けさとは対照的に、躍動感に満ち溢れる。展開部で第１楽章の主題が歌われ、終結部において fff で、熱烈な

伴奏によって奏でられる。                                （解説：鶴山香奈子） 
 
 
 
 

 

http://www.piano.or.jp/enc/dictionary/composer/chopin/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


